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研究成果概要 
銀河中心や太陽中心など重力場に捕らえられた暗黒物質WIMP同士の対消滅によって生

成される高エネルギーニュートリノを探索する事で、暗黒物質の間接的な証拠を得る事

ができる。これまでの上向きミューオン事象のみを用いた解析に対して、Fully-Contain

ed（FC）事象とPartially-contained(PC)事象を加えて低エネルギーニュートリノへの感

度を増し、さらにエネルギーの情報も用いて、太陽中心と銀河中心でのＷＩＭＰ対消滅

ニュートリノ探索について、１０GeV以下の領域まで探索を行い、これまでの制限をほぼ

一桁改善し最もよい上限値を求めること

に成功した。これらの成果はH24年６月に

京都で行われたニュートリノ国際会議で

発表された。近年、DAMA/LIBRAやCDMS実

験の結果などから、10GeV以下の低質量WI

MPの存在が議論されており、本研究成果

は宇宙線ニュートリノを用いた間接的な

暗黒物質探索によって、特に、スピン依

存散乱断面積について直接探索実験を凌

駕する感度で低質量領域の探索した結果

としてユニークな成果を挙げた。（図）太陽方向からのニュートリノ事象をFC、PC及

び上向きミュー事象を用いて探索した結果から、求めた暗黒物質と核子との散乱断面

積上限値。 

整理番号  
 


